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問い合わせ先

■国土交通省、千葉県、千葉市、東日本高速道路㈱は、ちばのみちづくりの取り組みと成果を示した　『ちばの　

　道「平成18年度達成度報告書･平成19年度業績計画書」』を策定しました。

平成１９年度の業績計画

　　今年度の業績計画書より、評価する指標について、昨年度までの１３指標に新たに１指標「路上

　工事時間の削減」を追加し、１４指標としました。

平成１８年度の達成報告
　　平成１８年度に設定した１３指標（１４項目）のうち、数値等により評価が可能な１２項目に対し、　

　８項目が達成、４項目が未達成となりました。

■策定にあたっては、学識経験者を含めた「千葉県アウトカム・プラン策定委員会（委員長：日本大学　名誉教授

　榛澤芳雄）」で取りまとめを行いました。

ちばの道「平成ちばの道「平成1818年度達成度報告書年度達成度報告書

　　・平成・平成1919年度業績計画書」を公表します。年度業績計画書」を公表します。

ちばの道「平成18年度達成度報告書･平成19年度業績計画書」は、「千葉国道事務所ホームページ

（http://www.ktr.mlit.go.jp/chiba/）」に掲載しています。

代表事例
◆『渋滞損失時間』：約３％減少
　・国道51号上本佐倉・酒々井交差点⇒交差点改良により経済効果は年間約２．５億円
　・国道126号椿森陸橋交差点⇒交差点改良によりﾋﾟｰｸ時間旅行速度が５５～７０％向上
　 ・国道357号千鳥町交差点⇒交差点立体化により経済効果は年間２６億円 　　

◆『規格の高い道路を使う割合』：０．１％向上（走行台ｷﾛが６万台ｷﾛ/日増加）
　・首都圏中央連絡自動車道（H19.3.21県内初開通）⇒茂原駅～東京方面へ約１０分時間短縮
　
◆『ﾎﾞﾄﾙﾈｯｸ踏切の箇所数』：３箇所解消
　・京成船橋駅付近連続立体交差事業⇒踏切の遮断時間７時間/日、遮断回数367回/日が解消

◆『死傷事故率』：約６％減少
　・国道357号千鳥町交差点⇒交差点の立体化により交差点内の事故を減少

※館山道の全線開通(H19.7.4)により、規格の高い道路の更なる利用促進が見込まれます。
※東京外かく環状道路は、平成19年度に国道６号から(主)市川松戸線間の一般部(延長1.0km)
　を２／４車線で開通します。 　　　　

国土交通省　関東地方整備局　千葉国道事務所　計画課長 　 武藤　聡　　　TEL：043-287-0314
千葉県　県土整備部　道路計画課　企画調整室長　 　　　　　　 片海　好夫　 TEL：043-223-3272
千葉市　建設局　道路部　道路計画課長　 　　　　　　　　　　　　 中台　公明　 TEL：043-245-5339
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